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今
年
は
、
町
長
選
挙
、
町

議
会
議
員
選
挙
、
そ
れ
ぞ
れ

同
時
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
が
町
民
に
対
し
、
約

束
・
公
約
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
、
町
民
の

方
々
に
も
し
っ
か
り
と
内
容

を
確
認
頂
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
長
選
で
町
民
に

示
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

中
か
ら
以
下
に
つ
い
て
質
問

い
た
し
ま
す
。

質
問
１

　
「
ひ
で
お
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

に
よ
れ
ば
、

○
町
長
等
給
与
30
％
削
減
↓

年
９
百
万
円
の
削
減

と
あ
る
が
、
現
在
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
う
。

町
長
答
弁
１

　

こ
れ
は
、
一
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
示
し
た
が
、
財

政
の
改
善
策
に
一
定
の
見
通

し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
二

期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は

内
容
が
異
な
る
。

追
質
問
１

　

二
期
目
の
町
長
選
挙
に
つ

い
て
、
有
権
者
の
多
く
は
、

町
長
の
給
与
等
削
減
は
、
当

然
継
続
さ
れ
る
と
の
思
い
で

投
票
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

追
質
問
町
長
答
弁
１

　

二
期
目
を
目
指
し
た
、
町

長
選
挙
で
は
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
向
け
た
、
新
た
な
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
し
て
ご
理
解
願

う
。

質
問
２

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

○
談
合
防
止
の
入
札
制
度
改

革
↓
一
般
競
争
入
札
の
導
入

で
実
施
済
み
（
平
均
落
札
率
：

就
任
前
97
・
１
％
か
ら
78
・

３
％
に
低
下
）

と
あ
る
が
、
平
成
23
年
度
か

ら
26
年
度
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均

落
札
率
実
績
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁
２

平
成
23
年
度　

94
・
８
％

平
成
24
年
度　

96
・
２
％

平
成
25
年
度　

94
・
８
％

平
成
26
年
度　

95
・
７
％

と
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

質
問
３

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

○
最
少
経
費
で
最
大
の
効
果

を
出
す
町
政

と
あ
る
が
、
み
や
ぎ
県
南
中

核
病
院
の
増
改
築
工
事
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
、
規
約
に

定
め
の
な
い
も
の
を
関
係
首

長
で
密
室
協
議
し
、
結
果
と

し
て
村
田
町
は
、
約
１
億
円

の
負
担
増
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
で
は
「
最
大
で
最
少

の
効
果
」
と
強
く
感
じ
る
が
、

誠
実
な
答
弁
を
求
め
る
。

町
長
答
弁
３

　

病
院
の
更
な
る
機
能
強
化

を
図
る
た
め
の
増
築
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
規
約

に
定
め
て
あ
る
「
管
理
及
び

運
営
に
要
す
る
経
費
」
を
適

用
す
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ

た
。

質
問
４

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

○
都
市
計
画
街
路
の
入
口
周

辺
整
備
を
図
り
、
物
流
の
拠

点
と
し
て
企
業
誘
致
と
雇
用

拡
大
に
つ
な
げ
ま
す

と
あ
る
が
、
都
市
計
画
街
路

の
入
口
周
辺
と
は
、
ど
こ
を

指
し
示
す
も
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁
４

　

具
体
的
に
は
、
大
字
村
田

字
小
池
地
内
の
県
道
岩
沼
蔵

王
線
と
都
市
計
画
街
路
沼
辺

足
立
幹
線
の
交
差
点
付
近
の

比
較
的
平
坦
な
部
分
を
指
し

た
も
の
で
あ
る
。

質
問
５

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

○
「
給
食
施
設
」
を
平
成
25

年
度
に
完
成
し
⋮
給
食
を
提

供
し
ま
す

と
あ
る
が
、
平
成
25
年
度
完

成
の
遅
れ
た
理
由
の
真
実
は

何
か
伺
う
。

町
長
答
弁
５

　

当
初
は
、
平
成
25
年
度
完

成
、
平
成
26
年
度
給
食
提
供

を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
取
組
の
一
方
策
と

し
て
、
給
食
施
設
に
関
し
同

じ
課
題
を
持
つ
柴
田
町
・
大

河
原
町
と
の
三
町
共
同
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
可
能

性
を
検
討
す
る
こ
と
に
時
間

を
要
し
た
た
め
、
当
初
の
計

画
に
遅
れ
が
生
じ
た
。
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調
査
結
果
報
告

【
視
察
地
】

兵
庫
県
多
可
町
・
篠
山
市

【
研
修
期
日
】

平
成
27
年
２
月
17
日
～
18
日

【
視
察
者
】

村
田
町
議
会
議
員
９
人

◆　

多
可
町
研
修
内
容　

◆

①
応
援
協
定
を
締
結
し
た
多
可
町

の
現
状
及
び
防
災
計
画
等
に
つ

い
て

②
多
可
町
議
会
に
お
け
る
議
会
運

営
及
び
委
員
会
活
動
等
に
つ
い

て
■
視
察
結
果

　

防
災
体
制
に
お
け
る
多
可
町
の

特
筆
す
べ
き
点
は
、
ハ
ー
ド
整
備

で
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
無

線
）
が
全
戸
配
布
さ
れ
て
お
り
、

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
に
お
い

て
大
き
な
有
効
性
を
発
揮
し
て
い

る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
ソ
フ

ト
面
で
は
、
す
べ
て
の
集
落
に
お

い
て
自
主
防
災
組
織
が
組
織
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
指
定
避
難
所
か
ら

遠
い
集
落
間
で
は
、
住
民
同
士
の

一
部
で
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
住
民

自
ら
の
取
組
が
進
ん
で
い
る
点
に

つ
い
て
、
防
災
意
識
の
高
さ
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

消
防
団
員
の
平
均
年
齢
は
31
・

７
歳
と
大
変
若
く
、
行
政
と
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
本
町
も
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
、
様
々
な
手
立
て

を
講
じ
る
工
夫
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

議
会
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
の
大
合
併
以
降
、
議
会
改
革
が

大
い
に
進
め
ら
れ
た
。
特
に
平
成

22
年
６
月
に
設
置
の
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
で
は
、
約
２
年
間

に
わ
た
り
協
議
を
進
め
て
お
り
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
や
議
会
運

営
の
方
式
を
一
部
変
更
す
る
な

ど
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
組
が

行
わ
れ
た
。
議
会
報
告
会
は
、
平

成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
が

年
々
参
加
者
が
減
少
し
て
お
り
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

議
会
傍
聴
に
つ
い
て
、
多
可
町

で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
導
入
し

て
お
り
、
番
組
の
中
で
議
会
中
継

も
放
送
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
中
継

を
通
じ
、
約
７
割
以
上
の
町
民
が

議
会
の
本
会
議
の
様
子
を
見
た
こ

と
が
あ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

議
会
に
お
け
る
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
非
常
に
有
効
な
手
段

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
議
会
に
お

い
て
も
、今
後
へ
向
け
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
視
聴
者
を
増
や
し

て
い
く
手
立
て
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

◆　

篠
山
市
研
修
内
容　

◆

③
篠
山
市
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
あ
り
方
や
町
づ

く
り
に
つ
い
て

■
視
察
結
果

　

兵
庫
県
篠
山
市
に
お
け
る
伝
建

地
区
選
定
ま
で
の
道
の
り
は
、
旧

篠
山
町
時
代
か
ら
２
回
頓
挫
し
て

お
り
、
住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る

ま
で
は
遠
い
道
の
り
で
あ
っ
た

が
、
合
併
の
機
運
が
高
ま
る
に
つ

れ
、
再
び
伝
建
地
区
選
定
の
機
運

が
高
ま
り
現
在
に
至
る
。
ま
た
、

平
成
24
年
12
月
に
は
篠
山
市
福

住
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
選
定
を
受
け
、
篠
山
市
内
に

２
地
区
の
保
存
地
区
を
有
し
て
い

る
。

　

伝
建
選
定
後
に
お
い
て
は
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
景
観
の

保
存
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
地

域
活
性
化
に
資
す
る
様
々
な
取
組

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

９
月
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
選
定
を
受
け
た
ば
か
り

で
あ
る
が
、
篠
山
市
同
様
、
単
に

町
並
み
や
景
観
の
保
存
や
修
復
等

に
は
、
相
当
の
時
間
と
経
費
が
か

か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

町
並
み
の
景
観
が
徐
々
に
整
備
さ

れ
る
に
つ
れ
て
住
民
自
身
に
よ

る
、
町
の
活
性
化
に
繋
げ
る
方
策

に
つ
い
て
は
様
々
な
手
立
て
を
講

じ
、
住
民
組
織
の
確
立
と
行
政
の

連
携
の
仕
組
み
作
り
を
継
続
し
て

検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
も

の
と
考
え
る
。

～ 先進地を視察し本町の町政に活かします ～

村田町議会行政視察研修報告
兵庫県　多可町・篠山市

議会運営委員長　柴崎　俊信  

多可町での研修風景

篠山市重伝建地区視察

多可町役場前にて
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○
調
査
結
果

　

本
町
の
公
有
財
産
は
、
行
政

財
産
と
普
通
財
産
と
に
区
分
さ

れ
、
行
政
財
産
に
は
公
用
財
産

と
公
共
財
産
が
あ
り
、
公
用
財

産
と
し
て
本
庁
舎
、
そ
の
他
の

公
用
施
設
が
あ
る
。

　

公
用
財
産
は
学
校
、
公
営
住

宅
、
公
園
、
山
林
、
そ
の
他
の

公
用
施
設
で
あ
る
。

　

普
通
財
産
は
財
務
規
則
に
よ

り
未
利
用
地
の
有
効
活
用
と
財

源
確
保
を
図
る
こ
と
か
ら
、
村

田
町
普
通
財
産
売
払
実
施
要
項

に
基
づ
き
、
適
正
な
価
格
で
売

り
払
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
の
売
却
物
件
は

３
件
で
あ
っ
た
。

　

宅
地
及
び
雑
種
地
で
３
千
２

１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
売
却
価

格
は
１
千
５
９
１
万
７
千
１
８

８
円
で
あ
っ
た
。

○
委
員
会
所
見

　

公
有
財
産
は
、
村
田
町
公
有

財
産
管
理
条
例
に
よ
り
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

普
通
財
産
の
売
却
は
、
売
却

費
や
固
定
資
産
税
等
の
増
収
に

繋
が
る
こ
と
か
ら
、
土
地
価
格

の
現
状
に
留
意
し
、
適
切
な
財

産
処
分
等
に
つ
い
て
検
討
し
町

有
財
産
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
積
極
的
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

旧
小
学
校
・
幼
稚
園
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
、
将
来
に
有

効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
充

分
な
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

常任委員会

地籍調査・普通財産の管理について

教育・厚生施設の状況について

○
調
査
結
果

各
施
設
の
概
要

１
．
村
田
町
中
央
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
47
年
３
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

２
万
７
千
６
２
８
人

２
．
沼
辺
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
53
年
３
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

７
千
６
９
３
人

３
．
小
泉
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
49
年
10
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

６
千
３
０
２
人

４
．
菅
生
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
54
年
11
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

５
千
８
３
２
人

５
．
西
足
立
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
51
年
12
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

２
千
19
人

６
．
東
足
立
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
55
年
11
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

３
千
78
人

７
．
姥
ケ
懐
地
区
公
民
館

　
　

竣
工　

昭
和
63
年
２
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

１
千
１
人

８
．
村
田
町
民
体
育
館

　
　

工
事
完
成

　
　

昭
和
53
年
10
月

　
　

平
成
25
年
度
延
利
用
者
数

　
　

２
万
１
千
７
１
６
人

○
委
員
会
所
見

　

今
回
は
社
会
教
育
施
設
の
中

央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
及

び
町
民
体
育
館
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

　

昭
和
47
年
３
月
に
竣
工
し
43

年
を
経
過
し
て
い
る
中
央
公
民

館
を
は
じ
め
、
各
地
区
公
民
館

は
い
ず
れ
も
30
年
以
上
経
過
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
公
民
館
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
施
設
の
改
修
に

努
め
て
お
り
、
町
民
の
使
用
に

は
支
障
は
な
い
も
の
の
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
改
修
を
施
す
必

要
が
あ
る
。

　

町
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

昭
和
53
年
10
月
の
完
成
で
37
年

を
経
過
し
て
い
る
。
屋
根
の
改

修
工
事
や
震
災
復
旧
工
事
、
高

圧
受
電
設
備
改
修
工
事
を
行
い

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
問
題

は
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
教

育
施
設
と
し
て
、
よ
り
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
維
持
管

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

▲分譲中の町有地（川畑橋付近）



議 会 日 誌
2/ 3 宮城県議長会正副会長会議・理事会（仙台市）
2/ 4 仙南・亘理地方町村議会議員合同研修会（柴田町）

仙南・亘理地方町村議会議長会議（柴田町）
2/ 5 第１回全員協議会
2/ 9 村田小学校第6学年議会体験
2/13 宮城県議長会定期総会（仙台市）

村田町議会六十年史編纂特別委員会
2/16 仙南広域行政事務組合議会運営委員会・予算

説明会（大河原町）
2/17 村田町議会議員行政視察研修（兵庫県）（～18日）
2/20 みやぎ県南中核病院企業団議会運営委員会

（大河原町）
2/23 仙南広域行政事務組合議会定例会（大河原町）
2/24 みやぎ県南中核病院企業団定例会（大河原町）
2/26 議会運営委員会　第2回全員協議会
3/ 3 第１回村田町議会定例会本会議（１日目）
3/ 4 第１回村田町議会定例会本会議（２日目）・

予算審査特別委員会（１日目）
3/ 5 予算審査特別委員会（２日目）
3/ 6 予算審査特別委員会（３日目）
3/ 9 予算審査特別委員会（４日目）
3/10 予算審査特別委員会（５日目）・全員協議会・

議会運営委員会
3/11 予算審査特別委員会（６日目）

第１回村田町議会定例会本会議（３日目）
3/12 第１回村田町議会定例会本会議（４日目）
3/23 村田町議会六十年史編纂特別委員会
3/26 宮城県議会議長会正副会長会議（仙台市）

宮城県議会、仙台市議会議長会、町村議会
議長会懇話議（仙台市）

4/ 7 議会広報編集審査特別委員会
4/15 議会広報編集審査特別委員会
4/17 議会運営委員会
4/20 議会広報編集審査特別委員会
4/21 総務民生常任委員会所管事務調査

仙南・亘理地方町村議会議長会会議（大河原町）
4/22 産業建設教育常任委員会所管事務調査
4/23 議会六十年史編纂特別委員会

発行・編集責任者
議　　長　斎藤万之亟
議会広報編集審査
特別委員会

委 員 長　太田　初美
副委員長　髙橋　　勝
委　　員　高橋　典久
委　　員　鈴木　保博
委　　員　遠藤　　実
委　　員　斎藤　道夫

■
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、「
減
災
」

対
策
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
い
。

■
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
に
な
っ
た
こ
と

を
心
に
刻
み
、大
震

災
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
、こ
の
経
験
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い

く
。

■
防
災
で
大
切
な
の
は
、平
時
か
ら

の
体
制
整
備
で
あ
る
。町
は
自
主

防
災
組
織
化
を
進
め
て
行
く
も
な

か
な
か
進
ま
な
い
。早
急
に
組
織

化
し
、災
害
発
生
への
対
応
力
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も

進
み
、
完
成
す
れ
ば
小
・
中
学
校

に
地
産
地
消
の
安
心
・
安
全
な
食

材
が
供
給
さ
れ
、
暖
か
く
お
い
し

い
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
。
供
給
予

定
は
今
年
の
二
学
期
か
ら
。
子
ど

も
た
ち
の
食
育
の一環
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

議
会
広
報
編
集
審
査
特
別
委
員
会

委
員　

鈴
木　

保
博
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村田小学校第 6 学年議会体験

門出のスタート（村田小学校入学式）

門出のスタート（沼辺幼稚園入園式）

議会を傍聴しませんか
6月16日（火）開催予定

議会はどなたでも傍聴できます［定員22人］
詳しくは議会事務局まで　TEL 83-6410


